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地球環境時代における教育小委員会　第２回議事録
■日時：平成21年　８月　６日（木）　17:00～20:00
■場所：建築会館　305会議室
■出席者：宿谷昌則（東京都市大学）、菅原正則（宮城教育大学）、高橋達（東海大学）、
　　　　　鈴木信恵（東京都市大学）、妹尾理子（香川大学）、田中稲子（横浜国立大学）、
　　　　　西川竜二（秋田大学）

　　　　：７名
■資料：２－０
地球環境時代における教育小委員会　第２回　議事次第
　　　　２－１
地球環境時代における教育小委員会　第１回　議事録（案）
　　　　２－２
技術・家庭科学習指導計画



「地域と住まい」―「こみせ」の工夫から今の暮らしを考える―
　　　　２－３
秋大付中公開研究協議会（2009年６月11日付　秋田さきがけ新聞記事）

　　　　２－４
小学生児童の温熱認識形成に関する実験研究
　　　　２－５
Field and Semi-Field Surveys on Thermal-Environment Experience and

　　　　

Its Associated Acquired Cognition by Family Members, Parents and Children
　　　　

（PLEA2009のProceeding）
■議事：
１．議事録確認
　前回議事録案（資料２－１）は、承認された。
２．「こみせ」の工夫から今の暮らしを考える
　西川委員から標記（資料２－２、２－３）について実施報告があった。
　「こみせ」は内外の緩衝空間であるが、開口部を二重にして保温性を持たせている点で現代の複層ガラス窓に通じる。「こみせ」の機能を、現代の暮らしの中で活かす難しさに気づかせる。
３．OMソーラーの新CM
　村田委員から標記について紹介があった。

　地球のたまご（OMソーラー協会本社屋）において近隣の児童・生徒に環境学習・職業学習を継続的に実施している。この経験を踏まえて、「熱の伝わり方」を伝えるためのテレビCMを作成中。
４．バネとレーザーポインタを用いた「放射の概念」の教材
　宿谷主査から標記について話題提供があった。

　真空中でも伝わる電磁波について、その波長とエネルギーとの関係を１m前後の長さのバネで体感することができる。またレーザーポインタや太陽光をプリズムに当て、電磁波の波長と屈折の関係を示すことができる。一方、波長と解説の関係を説明するために、金ザルと携帯電話で実験を行ったが、これについては再現できなかった。
５．涼房に関する住まい方支援

　高橋委員から標記について話題提供があった。
　長野県の高森小学校における環境省「学校エコ改修と環境教育」事業の中で、改修工事後、校長先生が児童に向かって「今日から校舎は空気の服を着ます」と述べていたのが印象的だった。
６．熱環境における子どもの感覚－行動プロセスに関する研究
　鈴木氏および宿谷主査から標記（資料２－４、２－５）について話題提供があった。
　親子の被験者実験結果から、日常生活において冷房暴露時間の長い家庭の親子の環境調整行動は少なかった。室温の想像値と計測値に差がある被験者でも、体感想像実験を行うことでその差を縮まることが分かった。また想像快適温度は、実験後に高めに推移した。
　建物の高機能化は五感を鈍らせることにつながるかも知れない。

７．次回開催日
　次回委員会は、10月23日（金）14:00～16:00に、建築会館会議室で行うことになった。

　話題提供は、
　　・涼房に関する住まい方支援

　　・エネルギー環境教育学会におけるエネルギー教材開発

　　・「学校エコ改修と環境教育」事業のその後（未定）

　　・各委員が日頃の授業等で用いている実験教材の紹介

　　・実験教材のテキスト化について

について行う予定。

以上
